「なんです か」 

I 法衣 を 貸して くれません か」 

「貸して あげましょう が、 それ を どうす るので す」 

「少し 入用です」 

で、 尼僧 は 奥から 一枚の 法衣 を 持って来て、 壮ぃ男 

の 前に 置いた。 壮ぃ男 は 嬉しそうに それ を 持って 帰つ 

て往 つた。 

そして、 暫くして、 何 かの 用事で 尼僧が 寺の 玄関へ 

往 つてみ ると、 壮ぃ 男に 貸した はずの 法衣が 置いて 

あった。 玄関 口を出て 往く 時に、 壮ぃ 男が たしかに 

持って 出た こと を 知っている 尼僧 は、 不審で たまらな 
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